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自

攻

一

、

緒

言

二、

資
験
方
法

三
、
十
二
指
腸
単
純
閉
塞
＝
一
於
ケ
ル
血
清
ア
y
ナ
ト
リ
プ
シ
ン
L

凶
、
十
二
指
腸
単
純
閉
塞
－
一
陣
液
噴
賞
ヲ
施
シ

9
ル
場
合
Z

於
ケ
ル
血
清
「
ア
ン
チ
ト

リ
プ

シ
ン」

五
、
十
二
指
腸
単
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
空
腸
内
へ
食
躍
水
ア
注
入
シ
タ
ル
場
令
ユ
於
ケ
ル

血
清
「
ア
シ
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」

六
、
空
一
腸
単
純
閉
塞
一
一
於
ケ
ル
血
清
「
ア
y
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」

七
、
胸
門
閉
塞
ユ
於
ケ
ル
血
清
』
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ

ン
」

八
、
廻
腸
単
純
閉
塞
－
一
於
ケ
ル
血
清
l

ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ

ン
」

丸
、
大
腸
単
純
閉
塞
＝
於
ケ
ル
血
清
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ

y
」

十
、
食
道
痩
＝
於
ケ
ル
血
清
「
ア

ン
チ

ト
リ
プ
シ
ン
」
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十
て
十
二
指
腸
療
＝
於
ケ
ル
血
清
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ア
ン

ヂ
ト
リ
プ

シ
ン
」

十
二
、
空
腸
疲
＝
於
ケ
ル
血
清
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」

十
三
、
十
二
指
腸
嗣
端
閉
塞
一
一
於
ケ
ル
血
喧
ア

ン
チ

ト
リ
プ

シ
ン
」

十
四
、
空
腸
－
附
端
閉
塞

一一
於
ケ
ル
血
清
「
ア

ン
チ

ト
リ
プ
シ
ン

」

十
五
、
大
腸
雨
端
閉
塞
ユ

於
ケ
ル
血
山
碕
ア

ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」

十
六
、
宅
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
「
ト
リ
プ

シ
ン
」
ヲ
注
入
シ
ダ

ル
場
合
＝
於
ケ

ル
血
補

「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」

十
七
、
空
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
「
パ
ン
ク
レ

ア
チ
ン
」
ヲ
注
入
シ
タ
ル

場
合
ユ
於
ケ
ル
血

清
1

ア
ン
チ
ト
リ
プ

シ
ン
」

十
八
、
所
見
機
括

十

九

、

考

察
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十
、
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性
腸
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ノ
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因
＝
関
ス

ル
考
察

サ

一
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隊
突
抄
銭

文

献

－
、
緒

急
性
腸
管
閉
塞
痕
ニ
於
ケ
Y
血
清
「
ア
ン
チ
ト
フ
プ
シ
シ
」
ニ
開
ス

Y
研
究
A

甚
ダ
砂
シ
。

千
九
百
二
十
四
年
寮
藤
氏
A

腸
管
軍
純
閉
塞
症

－
一
一
於
ア
閉
架
部
位
ガ
高
位
－
一
ア
Y

モ
ノ
ニ
A

血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
ン
」
ノ
増
加
ス

Y

コ
ト

ヲ
報
告
セ

ラ
Y
。
其
他－一
A

コ
レ

ニ
開
ス

Y
報

告
ナ
キ
ガ
如
uv
。

余
A

種
々
ナ
Y
腸
管
閉
塞
症
－
一
於
ケ
Y
血
清
「
ア
ン
チ
ト

9
プ
ジ
ン
」
ヲ
検
査
シ
タ
グ
’
－
一
腸
管
閉
塞
痕
－
一
見
Y
他
ノ
血
液
晶
硬

化
ト
ノ
間
－
一
興
味
ア
Y
開
係
ノ
存
在
ス

Y
ヲ
接
見
シ
タ
η
ノ
。
依
ッ
ア
コ
レ
ヲ
報
告
セ
シ
ト
ス
。

言

職

法

（
ニ
貰
験
動
物
－
一
A

犬
ヲ
用
フ
、
姫
娠
ス
レ
バ
血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
償
高
マ

Y

－一
ヨ
p
、
雌
犬
A

姫
娠
セ
ザ
Y

モ
ノ
、
ミ
用
7
0
血
液

A

隔
日
早
朝
空
腹
時
ニ
耳
箕
ヨ

y
採
取
シ
、
凝
固
＋
ノ
セ
－
Y
血
清
ァ
分
雌
セ
シ
メ
、
遠
心
機

一一
ア
血
球
ヲ
沈
澱
＋
ノ
セ
、
血
清
ノ
ミ
採
取
シ
検
査

用
ト
ナ
ス
。
生
存
期
間
短
キ
時
A

毎
日
採
血
ス
。

（
二
）
手
術
的
操
作
A

一
般
外
科
的
無
蘭
手
術
ノ
法
式

－一
従
フ
。
詳
細
A

各
項
目
ノ
下
－
一
記
載
ス
。
手
術
後
A

平
常
ト
同
様
－
一
残
飯
ヲ
輿

へ、

水
ヲ
任
意
－
一
一
飲
マ
シ
ム
。

（
三
）
血
清
内
「
ア
ン
チ
ト
少
プ
シ
ン
L
検
査
法

4
・出品門間－
z
p
uロ
ロ
ロ
島
屋

4
2
雨
氏
ノ
血
液
内
「
ア
シ
チ
ト
リ
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シ
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検
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方
法
ヲ
少
ジ
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鐙
克
シ
タ
Y
方
法
ヲ
用
フ
O

A

余
ノ
急
性
腸
管
閉
塞
症
－
一
騎
ス

Y
質
験
的
研
究
第
二
回
報
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－
一
詳
細

－一
記
載
シ
タ
レ
バ
蕊
－
二
簡
単
－
一
記
載
セ
シ
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試
験
－
一
必
要
ナ
Y
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薬

て
「
ト

y
プ
シ
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標
準
液

二
、
貸

方
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ジ
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p・－ニニ
2
・
待
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c
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）
ノ
中
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O
瓦
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カ
ゼ
イ
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カ
ガ
三
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一
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ヨ
リ
四

0
0
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位
ノ
モ
ノ
ヲ
反
臆
調
節
液
－
一
溶
解
ジ
ア
一

%
溶
液
ヲ
調
製
ス
。
コ
レ
ヲ
標
準
液
ト
ナ
ジ
、
毎
時
新
シ
ク
調
製
ス
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二腸ノV ニ
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腸純メ近
へ閉ニシ
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ス陣表断
JV 語I: ニシ

小暗示ぷ
肺置え~
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ヲ施 ム
結シ ~ 
音色タ :. 
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：ニ腸手エ水設＋第「開設 測
宰軍ト於ヲ置ニ二ア塞置 定
ス腸純リケ注シ指表ンヲス シ
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五ニヲン清タ内唖ス 9：で 「
予告 痩設」「 Jレへ開。フ. v 十 ア

殺孔置 7 場食塞 シタニ シ

十二指腸単純閉塞＝於ケル血清「アンチトリ

プシンJ償（英一〉 （賞験動物：犬）

第ー表
ニ
一
不
ス
。

第五例

9.3延

早

十二指腸皐純閉塞

第四例

11.l庖

♀ 

例

庖
三
ぶ
．

8

第

8

第二伊1
6.5Ji:L 

♀ 

第一例

4.6延

♀ 

閉塞ノ｜
種類i

貸験例

惚重

性

閉塞前

第2日

第4日

第6日

生存期間15日12時間15日時間16日10日寺岡 6日15時間／ 1日14日寺問
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u
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第二表十二指腸単純閉~＝－於ケル血清「ア ン チトリ

7＇シ ン」債（其二） （貧験動物：犬）

十二指腸翠純閉寒及ピ
空腸凄へ食魁7jt注入

例

延
一一
一
4
早

第

7

第二例

ti.2延

♀ 

十二指腸箪純閉塞
及ピ勝液噴置

第一例

9.5冠

♀ 

閉塞前

第2日

第4日
第6日l

第8日

第10日

第12日

第14日

第16日

第18日I I i 

l生存期間14日6時間！ 4日11時間！18日16時間Irn日5時間J 1日7時間
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り
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血
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チ
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シ
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表



穴
、
室
腸
車
純
閉
塞
－
－
於
ケ
ル
血
清
「
7
ン
チ
ト
リ
ブ
シ
ン
」

十
二
指
腸
空
腸
界
ヨ

y
十
二
指
腸
ノ
長
サ
ノ
三
倍
ダ
ケ
末
梢
こ
於
ア
空
腸
ヲ
切
断
シ
、
断
端
ア
巾
着
縫
合

ニ
ヨ
リ
閉
鎖
ス
。
血
清

「
ア
ン
チ

ト
η
ノ
プ
シ
ン
」
債
ヲ
第
三
表
ニ
示
ス
。

七
、
幽
門
閉
塞
Z
於
ケ
ル
血
清
「
ア
ン
手
ト
リ
ブ
シ
ン
L

胸
門
輪
－
一
一
於
－
ア
切
断
シ
、
断
端
ヲ
縫
合
－
一
ヨ

y
閉
鎖
ス
ロ
血
清
「
ア
ン

チ
ト
y
プ
シ
ン
」
債
ヲ
第
四
表
－
一
示
ス
。

八
、
廻
腸
車
純
閉
塞
ユ
於
ケ
ル
血
清
「
ア
ン
手
ト
リ
ブ
シ
ン
」

廻
腸
大
腸
界
一
一
接
近
シ
ア
廻
腸
ヲ
切
断
シ
、
断
端
ヲ
巾
着
縫
合
－
一
ヨ
リ
閉
鎖
ス
。
取
清
「
ア
ン
チ
ト

リノ
プ
シ
シ
」
債
ヲ
第
五
表
－
一
示
ス
。

空腸単純閉塞＝於ケル血清「アンチトリ

プシン」債 （貧験動物：：犬）

貸験例 第一例 第二例 第三伊J 第四例 第五．例

飽重 8.1託 7.8廷 11.2庖 14.4延 11.3庖

j性 ♀ 色 色 0 0 

閉塞前 40 45 40 30 30 

第2日 40 45 45 35 30 

第4日 40 55 60 55 

生家期間15日明間j2日時間14日時間！ 5日 14日11日寺間

第三表

崎
県
沢
巻

F『
原

寄屋、4

幽門閉塞＝於ケル血清

「アンチトリプシン」債

（実験動物：犬〉

第四表

寅験例 第一例 第二例 第三例

億重 13.6延 9.2Jt王 11.1庖

性 ♀ 0 0 

閉塞前 40 30 45 

第2日 60 50 50 

第4日 70 70 

生存期間｜何時間I2日5時間j3日23時間

第五衰廻腸単純閉塞ュ於ケノレ

血清「アンチトリプシン」償

（賓験動物：犬〉

犬番務 第一例 第二例 第三例

燈重 12.2庖 6.75庖 7.8砥

性 0 平 平

閉塞前 40 40 45 

第28 40 45 

第4日 40 55 

第6日 40 

第8日 55 

生欄間1s日時間／ 1日21時間！叩時間

九
、
大
腸
畢
純
閉
塞
ユ
於
ケ
ル
血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
ブ
シ
ン
」

牛

同

五
九
九

（
第
参
競

一O
九〉



第
五
各

F吋
原

同

六
O
O

（
第
参
競

一一
O
）

大
腸
ヲ
ナ
M
F

ペ
ク
骨
盤
底
－
一
接
近
ジ
ア
切
断
シ
、
断
端
ヲ
縫
合
ジ
ア
閉
鎖
ス
。
血
清
「
ア
シ
チ
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
」
債
ヲ
第
六
表
－
一
示
ス
。

＋
、
食
遁
痩
ユ
於
ケ
ル
血
清
「
了
ン
チ
ト
リ
ブ
シ
ン
」

食
道
ヲ
頭
部
－
一
於
ア
切
断
シ
、
末
梢
端
ヲ
閉
鎖
シ
、
口
腔
端
ト
皮
膚
ト
ヲ
縫
合
ジ
、
食
物
ガ
全
部
頭
部
ニ
e

プ
食
道
外
へ
出
デ
、
動
物
ヲ
ジ
ア

絶
封
的
機
餓
紋
態
ニ
ア
ラ
ジ
ム
nr

血
清
つ
ア
ン
チ
ト
9
プ
シ
ン
」
債
ァ
第
七
表
ニ
示
ス
。

＋
－
、
十
二
指
腸
藩
エ
於
ケ
ル
血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
ブ
シ
ン
」

十
二
指
腸
ヲ
十
二
指
腸
杢
腸
界
ニ
接
ジ
ア
切
断
シ
、
末
梢
端
ヲ
閉
鎖
シ
、
十
二
指
腸
端
ヲ
腹
壁
－
一
縫
合
ジ
ア
痩
孔
ヲ
設
置
ス
。
血
清
「
ア
ン

チ
ト

9
プ
ジ
ン
」
債
ヲ
第
八
表
一
一
示
ス
。

大腸単純閉塞＝於ケル血清

「アンチトリプシン」償

（貸験動物：犬）

第六表

著

牛

貸験例 第一例 第二例 第三例
惚 重 5.8庖 6.5庖 6.2庖

性 ♀ 0 色

閉塞前 35 35 35 

第 2 日 35 35 

~ 4 日 35 35 

第 6 日 35 35 

~ 8 日 35 35 

第 10日 25 35 

第四日 30 

生欄間 10日12時間113日3時間 1日14時間

第七表食道療ニ於ケル血清「アン

チトリプシン j債

（貨験動物：：犬）

例

延
三

1

8

第

9

K

O

K

υ

A
り

A
u

qo

，AZ
’O
R

U

 

11日2時間｜九11時間

十二指腸棲ユ於ケル血清

「アyチトリプシ Y」債

（貧験動物：犬）

例

記
三

布

中

第

4

制

庖
－一
O

L

n
￥

第

6

第一例

7.1庖

♀ 

質験例

組重

性

25 

40 

’hu

’nυ

’hυ 

。。。
ο
Aせ

’b

，B

O

 

O
h
m
eせ

ρ
0

手術前

第 1 日

第 2 日

1日6時間2日5時間 J2日1時間生存期間

例

冠
二

2

平

第

6

5

0

5

 

。o
a告
d
告

3日

第八表

十
二
、
室
腸
臨
海
Z
於
ケ
ル
血
清
「

7
ン
多
ト
リ
ブ
シ
ン
」

空
腸
苛
ノ
十
二
指
腸
宰
腸
界
ヨ

y
十
二
指
腸
／
長
＋
ノ
ノ
三
倍
末
梢
－
一
於
－
ア
切
断
シ
、
末
梢
端
ヲ
閉
鎖
シ
、
他
端
ヲ
腹
壁
－
一
縫
合
シ
ア
鷺
孔
ヲ
設

第一例

12.。延

0 

5

0

0

 

。O
R
υ
n
o

貧験例

徳重

性

手術前

第 1 日

第 2 日

第 3 日

笠盟J



置
ス
。
血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
ン
」
債
ヲ
第
九
来
日
一
示
ス
。

＋
三
、
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
エ
於
ケ
ル
血
清
「

7
ン
チ
ト
リ
ブ
シ
ン
」

十
二
指
腸
ヲ
一
方
A

幽
門
ニ
接
ジ
ア
切
断
シ
、
他
方
A

十
二
指
腸
杢
腸
界
－
一
接
近
シ
ア
切
断
シ
、
雨
端
ヲ
縫
合
ジ
ア
閉
鎖
ス
。
究

一
一
宰
腸
起

始
部
ト
胃
後
壁
ト
ノ
間
－
一
吻
合
ヲ
施
ス
。
血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
債
ヲ
第
十
表
－
一
示
ス
。

十
四
、
室
腸
南
端
閉
塞
エ
於
ケ
ル
血
清
「
7
ン
チ
ト
リ
ブ
シ
ン
」

十
二
指
腸
空
腸
界
ヨ
9
約
十
五
糎
末
梢
日
一
於
ア
、
約
三
十
糎
ノ
長
サ
ヲ
有
ス

Y
空
腸
ア
暁
置
シ
、
南
端
ヲ
閉
鎖
シ
、
腸
管
ノ
交
通
A

吻
合
－
一

ヨ
y
正
常
－
一
復
セ
ジ
ム
。
胤
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
債
ヲ
第
十

一
表
－
一
示
ス
。

空腸嬢＝於ケノレ血清「ア

シチトリプシン」僚

（資験動物：犬）

第丸表

1霊験例 第一例 第二例 第三伊j

億 重 8.7庖 7.8庖 6.1庖

性 平 ♀ 0 

手術前 ー 35 45 40 

第 1 日 35 45 45 

第 2 日 45 45 45 

第 3 日 50 45 55 

第 4 日 ;45 45 

第 5 日 50 

生存期間 I5日1時間13日19時間js日13時間

第＋表十二指腸雨端閉塞ユ於ケ

ノレ血清「アンチトリプシンー償

（笈験動物： 犬〉

例

庖

三

川

平

第

h
ι

第二例

12.5庖

邑

第一例

rn.り延
0 

笈験例

鰻 重

性

35 35 35 閉塞前

35 

空腸雨端閉塞ニ於ケル血清

「アジチトリプシン」債

（貨験動物：犬）

第＋ー表

T工験例 第一例 第二例 第三例

惚 重 6.0庇 4.9延 5.8活

性 ♀ ♀ ♀ 

閉塞前 35 30 30 

第 2 日 35 30 30 

第 4 日 35 30 30 

第 6 日 30 

第 8 日 25 

生存期間［ 4日川問 4日5時間［ s日時間

＋
五
、
大
腸
南
端
閉
塞
ユ
於
ケ
ル
血
清
「

7
ン
手
ト
リ
プ
シ
シ
」

大
腸
ヲ
一
方
λ

廻
腸
－
一
接
近
シ
タ
ト
コ
ロ
－
一
ア
切
断
シ
、
他
方
A

骨
韓
底
ニ
接
近
シ
タ
ト
コ
ロ
ニ
ア
切
断
シ
、
南
端
ヲ
縫
合
ジ
－
プ
閉
鎖
ス
。

第
五
巻

F『
原

回

著
L」

牛

35 

生存期間 J1日5時間 I1日8芹両日4時間
35 日第 1

六
O

〈
第
参
務

一一一）



第
五
各

箸..... 

田

六
O

（第
一
参
競

一
一
二
）

「可
原

4ユ

廻
腸
端
ニ
A

人
工
紅
門
ヲ
造
設
ス
。
胤
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
ン
」
偏
ヲ
第
十
二
表
－
一
示
ス
。

十
六
、
室
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
「
ト
リ
．7
シ
ン
」
ヲ
注
入
シ
タ
ル
場
合
Z
於
ケ
ル

血
清
「
7
ン
チ
ト
リ
．
7
シ
ン
」

十
二
指
腸
空
腸
界
ヨ
9
約
十
五
糎
末
梢
ニ
於
ア
、
約
四
十
糎
ノ
長
サ
ヲ
有
ス
U
F

空
腸
ヲ
暁
置
シ
、
腸
管
内
ヲ

一
九
「
y
グ
ア
ノ

l
y
」溶
液
及

ピ

0
・
八
五
Mm食
開
水
ニ
ア
洗
椴
シ
、
南
端
ヲ
五
糎
グ
、
切
除
シ
ア
閉
鎖
シ
、
一

O
M
F「
ト
リ
プ
シ
ン
」
溶
液
二
O
耗
ヲ
注
入
ス
。
「
ト
9
プ
シ

ン
」
ト
シ
ア

A
C
Z
Z角
ι
w
o
o
－
ノ
製
品
ヲ
用
ヒ
之
レ
ヲ

0
・
八
五

μ
食
瞬
水
－
一
溶
解
シ
、
結
晶
表
酸
「
ナ
ト
9
ク
ム
」
ア
一
九
ノ
割
合
－
一
加

ヘ
ア
弱
「
ア
Y
カ
リ
」
性
ト
ナ
ス
。
血
清
「
ア
ン
チ
ト
9
プ
ジ
ン
」
債
ヲ
第
十
三
表
－
一
示
ス
。

大腸雨端閉塞ユ於ケル血清

「アンチトリプシシ」慣

（貸厳重力物：犬）

•＋二表

賞験例 第一例

惚 重 4.!lXf 6.2庖 6.2庖

性 色 色・8

閉塞前 35 30 30 

第 2 日 35 30 30 

第 4 日 35 30 30 

第 6 日 40 30 30 

第 8 日 25 25 

第 10日 25 25 

第 12日 25 25 

第 14日 25 25 

第 16日 20 25 

生存期間l6日時間12叩 1時間118日14日寺開

第＋三表空腸雨端閉塞ヲ設置シ「ト
リプシン」ヲ注入シタル場合
ノ血清「アンチト Hプシン」領

（賞馬主動物：犬）

賞験例 第一例 第二例 第三例

値 重 7.5延 6.0庖 6.8庖

性 ♀ ♀ (, 

閉塞前 35 35 35 

~ 2 日 35 35 30 

第 4 日 35 30 

第 6 日 40 25 

第 8 日 25 

第 10日 25 

第四日 25 

第 14日 25 

第 16日 25 

第 18日 25 

第 20日 25 

生存自r7日13時間＼a日11時間12384時間

十
七
‘
室
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
「
パ
ン
ウ
レ
7
チ
ン
」
ヲ
注
入
シ
タ
ル
場
合
エ
於
ケ
ル

血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
．
7
・Y
ン」



「ト

y
プ
シ
ン
」
注
入
ト
同
様
ノ
手
術
ア
行
フ
、
「
〆
〆
ク
レ
ア
チ

ン
」
ト
シ
ア
A

司
君

gw
ロ
ミ
宮
待

。
戸ア

ノ
製
品
ヲ
用
ヒ
、
之

V
7
二

C
Mm

ノ
割
合
－
一

0
・
八
五

μ食
韓
水

一一
溶
解
シ
、
結
晶
炭
酸
「
ナ
ト

y
ヲ
ム」

ヲ
一
え
ノ
割
合
－
一加
へ
－
プ
弱
「
ア
UF

カ

y
L
性
ト
ナ
ジ
タ
Y
モ
ノ
ヲ
用

一
回
ニ
二

O
括
ヲ
注
入

ス
。
血
清
「
ア
シ
チ
ト
η
ノ
プ
シ
ン
」
債
ヲ
第
十
四
表
－
一
示
ス
。

フ。
第＋図表空腸南端閉塞ヲ設置シ

「パンク レアチン」ヲ注入シ

タJレ場合ノ血清「アンチト

9 7・シ y」僚

（寅験動物： ：犬）

資験例 第一例 第二例

穏 重 10.0庖 4.7延

性 ♀ ~ 

閉塞 前 35 35 

第 2 日 40 35 

第 4 日 40 

生存期間｜ 4日9時間

＋

八

、

所

見

概

括

（
一
）
正
常
犬
四
十
七
頭
ノ
耳
静
脈
血
血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
ン
」
債
A

動
物

－一
ヨ
リ
甚

し
シ
キ
差
違
ア
y
o
即
チ

血
出
町
「
ア
ン
チ
ト
η
ノ
プ
ジ
ン
」
債
ガ

二
五
ナ
Y

モ
ノ

三
O
ナ
Y

モ
ノ

三
五
ナ
Y

モ
ノ

四
O
ナ
Y

モ
ノ

四
五
ナ
Y

モ
ノ

ニ
例
一O
例

二
O
例
入
例
四
例
二
例

五
O
ナ
Y
モ
J

「
ア
ン
チ
ト

p
プ
シ
ン
」
償
ガ
三
O
乃
至
四

O
ノ
場
合
最
モ
多
ク
、
最
多
数
三
二
五
ノ
モ
ノ
ナ
η
ノ。

（
二
）
十
二
指
腸
軍
純
閉
塞

ニ
於
ア
コ
何
レ
ノ
場
合

ニ
モ
閉
塞
手
術
後
第
二
日
ヨ
ソ
血
清
一i
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
ン
」
債
増
加
シ
、

末
期
一
一

近
グ
h
y

－
－
ぶ
位
ヒ
増
加
ス

Y
場
合
多
ジ
。
増
加
ノ
程
度
A

動
物
一
一
ヨ

2
ア
異

p
、
最
モ
増
加
シ
タ
Y
場
合－一
A

「
ア
ン

チ
ト
9
プ
シ
ン」
債
三

O
ダ
ケ
増

加
シ
、
増
加
ノ
最
モ
少
キ
場
合
－
一
モ
一
五
ノ
差
ア
リ
ノ
。

（
三
）
十
二
指
腸
車
純
閉
塞
ヲ
設
置
ス

Y
ト
同
時
二
体
液
ア
噴
置
ス

Y

モ
、
第
二
日
ヨ
ソ
血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
債
増
加
シ
、

第
四
日
ニ
A

第
五
巻

閉
塞
前
－
一
比
ス

Y
ト
二
五
乃
至
三
五
増
加
ス
。

周

【
原
著
】

牛

大

O

（第
参
時
現

一一
＝一〉



第
五
各

F『
原

著
I--' 

牛

国

六
O
四

〈
第
参
措
蜘

一
一
四
）

（
四
）
十
二
指
腸
車
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
同
時
－
一
室
腸
痩
司
ノ
設
置
hv
置
キ
、
コ
レ
ヨ
η
ノ
空
腸
へ

0
・
八
五
%
食
時
水
ヲ
注
入
ス
Y
時

－一
A

生
存
期

間
著
シ
ク
延
長
シ
、
血
清
「
ア
シ
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
債
A

第
一
例
－
一
於
－
ア
A

第
八
日
三
プ
A

獲
動
ナ
ク
、
第
十
日
第
十
二
日
ニ
少
シ
ク
増
加
シ

一
日
一
減
少
ジ
ア
第
十
八
日
ニ
再
ピ
増
加
ス
。
第
二
例
第
三
例
－
二
於
ア
A

樹
究
減
少
ス
。

（
五
）
空
腸
軍
純
閉
塞
－
一
一
於
ケ
Y
血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
債
A

獲
動
ナ
キ
場
合
ト
、

末
期
－
一

到
y
一
五
乃
至
三
O
ノ
増
加
ヲ
見
Y
場
合
ト

ア
9

。

（
六
）
幽
門
閉
塞
ニ
於
ア
A

何
レ
ノ
場
合
－
一
モ
血
清
「
ア
シ
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
債
ノ
増
加
ヲ
見
Y
、
殊
一
一
末
期
－
一
於
ア
A

二
O
乃
至
三
O
増
加
ス
。

（
七
）
廻
腸
軍
純
閉
塞
－
一
於
－
プ
A

血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
債
A

末
期
マ

デ
品質
化
ナ
ク
、
死
己
ノ
前
日
或
A

死
巳
営
日
ニ
至
9
僅
カ
ニ
増
加

ス。
（
八
）
大
腸
軍
純
閉
塞
－
一
於
ア
A

血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
」
債
－
一
品
質
化
ナ
ク
、
死
己
前
日

ニ
A

僅
カ
ニ
減
少
ス。

（
九
）
食
道
痩
司
一
－
プ
A

手
術
後
第

一
日
二
於
ア
既
ニ
血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
ン
」
債
増
加
シ
、
第
二
日
或
A

第
三
日
ニ
一
於－プ
A

一
O
乃
至
二
五
ノ

増
加
ヲ
見
y
。

へ
十
）
十
二
指
腸
痩
－
一
ア
ニ
芯
激
－
一衰
弱
ス
Y

ニヨ

y
、
第
一
日
或
A

第
二
日
ニ
死
巳
ス
。
血
清
「
ア
シ
チ
ト

y
プ
シ

ン
L
償
A

死
む
営
日

ニ
A

既

ニ一

O
乃
至
二
五
ノ
増
加
ヲ
見
y
。

（
十
一
）
宰
腸
痩
ニ
於
－
プ
A

血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
償
－
一
麓
動
ナ
キ
場
合
ト
、
末
期
－
一
増
加
ス
Y
場
合
ト
ア
レ
ド
、
最
高
一
五
ノ
増
加
ヲ
見

y
ノ
ミ
。

（
十
二
）
十
二
指
腸
両
端
閉
塞
ニ
於
e
y
A
生
存
期
間
甚
ダ
短
ク
シ
夕
、
最
長
ノ
モ
ノ
ニ
ア
モ
一
日
八
時
間
ナ

y
。
血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
ン
同
国

ニ
A

増
減
ナ
シ
。

（
十
一
二
）
宰
腸
雨
端
閉
塞
ニ
於
－
プ
A

血
清
「
ア
ン
チ
ト
9
プ
ジ
ン
」
債
A

増
減
ナ
キ
カ
、
或
A

僅
カ
ニ
減
少
ス
。

（
十
四
）
大
腸
南
端
閉
塞
ノ
第
一
例
一
一
於
ア
A

末
期
ニ
僅
カ
ニ
増
加
シ
、
第
二
例
第
三
例
ニ
於
－Y
A

閉
寒
設
置
後
時
ア
解
、
過
ス
Y
ζ

従
ヒ
僅
カ
ニ



減
少
ス
w
y

ヲ
認
ム
。

（
十
五
）
空
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
「
ト

y
プ
ジ
ン
」
ヲ
注
入
ジ
タ
Y
場
合
－
一
A

血
清
「
ア
ン
チ
ト
9
プ
シ
ン
」
債
A

獲
化
ナ
キ
場
合
ト
、
獲
化
ナ

ク
ジ
ア
経
、
過
U
J

末
期
－
一
到
リ
僅
カ
ニ
一
増
加
ス

Y
場
合
ト
、
漸
次
僅
カ
ニ
減
少
ス

Y
場
合
ト
ア

y
。

（
十
六
）
定
勝
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
注
入
シ
hp
y

場
合
一
一
A

末
期
－
一
僅
カ
ニ
増
加
ス
。

（
十
七
）
以
上
種
々
ノ
賓
験
一
一
於
e

ア
死
後
動
物
ア
剖
見
ス
M
Y

－
－
、
車
純
閉
塞
症
ノ
場
合
ニ
A

腹
腔
内
ニ
穆
出
物
ノ
存
在
ヲ
認
メ
ズ
、
叉
腹
膜
－
一
モ

充
血
ヲ
認
メ
ザ
グ
－
一
ヨ

9
腹
膜
炎
A

存
在
セ
ザ
Y

モ
ノ
ト
イ
ア
ペ
キ
ナ

y
。
其
他
胸
腔
及
ピ
腹
腔
臓
器
ニ

モ
腸
管
閉
塞
－
一
ヨ

Y
病
盤
以
外

ノ
モ
ノ
ヲ
費
見
セ
ズ
。

食
道
痩
．
十
二
指
腸
痩
．
空
腸
痩
ニ
於
－
プ
モ
胸
腔
及
ピ
腹
腔
エ
異
常
ナ
シ
。

十
二
指
腸
雨
端
閉
塞
ニ
一
於
ア
A

腹
腔
内
ユ
一
穆
出
物
ガ
存
在
ス
レ
ド
モ
閉
塞
腸
管
－
一
穿
孔
ナ
ク

、
又
腹
膜
－
一
モ
殆

y
y
充
血
ナ
ジ。

空
腸
南
端
閉
塞
症
ニ
一
於
・ア
A

何
レ
ノ
場
合
－
一
於
ア
モ
閉
塞
腸
管
ノ
穿
孔
ア

p
－
プ
、
腹
腔
内

一
掴
濁
セ
U
Y

惨
出
物
ノ
存
在
ス
Y

ヲ
認
ム

。

大
腸
南
端
閉
塞
第
一
例
ユ
於
ア
A

大
腸
ノ
穿
孔
ト
腹
膜
ノ
充
血
ト
ヲ
認
メ
、
腹
腔
－
一
一
膿
様
ノ
穆
出
物
ノ
存
在
ヲ
認
ム
1

第
二
例、

第
三
例－一

於
ア
ム
腹
膜
及
ピ
大
腸
－
一
異
常
ナ
シ
。

杢
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ア
注
入
u
v
by

y

場
合－一
A

第
一
例
一
一
於
4
7

A

閉
塞
腸
管
ノ
穿
孔
及
ピ
腹
膜
ノ
充
血
ヲ
認
メ
、

叉
腹
腔
一
一
A

掴
濁
セ
Y
穆
出
物
ノ
存
在
ヲ
認
ム。

第
二
例
、
第
三
例
－
一
於
4

7

A

勝
管
－
一
－
穿
孔
ナ
ク
、
腹
膜
一
一
充
血
ナ
シ
．
然
シ
腹
膝

－
二
掴

濁
セ
山
戸
港
出
物
ノ
存
在
ス

Y
ヲ
認
ム
。

宰
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
ジ
「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
し
ヲ
注
入
シ
タ
Y
場
合
－
二
腸
管
－
一
穿
孔
ヲ
認
メ
、
腹
膜
A

充
血
ジ
、
且
腹
腔
内
－
一
A

掴
濁
セ

Y
惨
出
物
ア
uJ
。

以
上
ノ
所
見
ヲ
総
括
ス

Y

－一

（
一
）
血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
債
ノ
著
シ
ク
増
加
ス

Y
場
合

第
五
巻

F『

w.. 

司店
、~

牛

田

穴

O
五

（
第
参
競

一
一
五
）



第
五
島
信

F『

原

司E
L圃~

牛

国

ムハ

O
六

（
第
参
措
蜘

一
一
六
〉

（
イ
）
十
二
指
腸
箪
純
閉
塞

（
ロ
）
幽
門
閉
塞

（
こ
食
道
痩

（
三
十
二
指
腸
痩

（
ホ
）
十
二
指
腸
車
純
閉
塞
（
同
時
－
一
勝
液
ヲ
喋
置
ス
）

（
二
）
血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
償
ガ
末
期
－
一
稽
増
加
ス
Y
カ
或
A

末
期
マ
デ
増
減
ナ
キ
場
合

（
イ
）
宰
勝
車
純
閉
塞

（
ロ
）
廻
腸
軍
純
閉
塞

（A
）
宰
腸
痩

（
三
）
血
清
「
ア
ン
チ
ト
9
プ
ジ
ン
」
．債
－
一
獲
動
ナ
キ
カ
或
A

少
量
ノ
減
少
ヲ
示
シ
、
時
－
一
A

末
期
－
一
僅
カ
ニ
増
加
ス
Y
場
合

（
イ
）
大
腸
車
純
閉
塞

（
ロ
）
十
二
指
腸
南
端
閉
塞

（A
）
空
腸
南
端
閉
塞

（
ニ
大
腸
南
端
閉
塞

（
ホ
）
十
二
指
腸
軍
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
安
腸
内
へ
食
関
水
ヲ
注
入
ジ
タ
Y
場
合

（
へ
）
宰
勝
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
「
ト
9
プ
シ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
注
入
シ
タ
Y
場
合

＋
丸
、
考

察

（
一
）
血
清
内
ノ
「
ア
シ
チ
ト
9
プ
ジ
ン
」
ノ
増
加
A

「
ク
Y

ツ
プ
」
性
肺
炎
、
競
腫
、
強
度
ノ
貧
血
、
燐
及
ピ
「
フ
ロ

y
ヂ
ン
L
中
毒
、
バ

セ
ド
ヲ
氏

病
等
－
一
一
於
ア
観
察
セ
ラ
レ
、
其
本
態
－
一
開
シ
－
プ

A
m
o
y
g
F
r
z古
m
zz
p
z
z
p
阿
古
田
自
ミ
詳
w
M
J
E
一向
。『
ロ
コ
ら

の
『仲間缶
、
司

ε
5。言、



k
p
口

r

T
HOU
〈
。
口
出
2
・∞g
g
ロロ－－
L
F
E
Z『mu
同一『
c
r
y
G
C
F
穂
坂
、
金
津
、
大
野
、
伊
漂
氏
等
ノ
研
究
報
告
ア
レ
ド
、

二
ス
。
然
レ
共
一
般
ニ
韓
内
二
一
於
ア
細
胞
ノ
崩
壊
増
加
シ
、
血
清
内

一一
蛋
白
質
ノ
分
解
産
物
増
加
シ
タ
Y
時
－
一
、
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
シ
」
モ

亦
増
加
ス

Y
ト
見
倣
＋
ノ
W

戸
、
ガ
如
シ
。

（一一
）
↓己
主
件。＝
笹口色

。。
ロニ．
0
円

F
C
。。
］向。
、
出
cmrwHHrgHmwv
p
HF門日

各
々
其
見
解
ヲ
異

」
～F1
7

F｝
ω同
V
｝

eu
F
。ロ吋一
P
出
F
F
r
F
ロ
。
，〈
広
三
f

出
色
。同W
E
L
C
H－『
w
m
s
z。
w
君
主
書
P

】

2
m
o
z
g仏
国
己
一
－

E
口
氏
等
ノ
臨
床
的
及
ピ
質
験
的
研
究
ノ
結
果

ニ
ヨ
ν
バ
、
高
位
腸
管
閉
塞
、
胸
門
閉
塞
、
十
二
指
腸
痩
或
λ

空
腸
産

－一於－プ
A

血
液
内
ニ
非
蛋
白
窒
素
、
尿
素
窒
素
ノ
増
加
ヲ
見
Y
ト
イ
プ
。
余
A

斯
様
ナ
Y
賓
駿
例
一
一
於
－
プ
多
ク
A

血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
η
ノプ

ジ
シ
」
ノ
増
加
ヲ
見
タ

y
。
他
方
－
一
於
－
プ
同
主

2

5島
0
2
J
f
g
－5
6・
5
一問。

5

2門戸回
c

－ES
F
堀
江
本

一
氏
等
A

斯
様
ナ
Y
貫
験
例

－
一
於
ア
血
液
食
盟
ノ
著
明

－一
減
少
ス
Y
7
謹
明
セ

9
0
以
上
ノ
事
質
ヲ
綜
合
ス
Y

二
品
位
腸
管
閉
塞
症
、
幽
門
閉
塞
、
十
二
指
腸
嬢
等
－
一
於

ア
A

血
清
f
「
ア
ン
チ
ト
9
プ
シ
ン
」
ガ
増
加
ス
Y
ト
同
時
－
一
、
血
液
ノ
非
蛋
白
窒
素
、
尿
素
窒
素
A

増
加
シ
、
食
盤
A

減
少
ス
ト
イ
フ
ペ
キ

ナ

y
。

（
三
）
急
性
腸
管
閉
塞
症
－
一
於
ケ
Y
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
ン
」
ノ
増
加
ト
勝
液
内
「
ト
リ
プ

シ
ン

」
ト
ノ
閥
係

（
イ
）
騨
液
ヲ
暁
置
シ
、
十
二
指
腸
軍
純
閉
塞
ア
設
置
ジ
タ
Y
場
合
－
一

毛
、
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
y
プ
ジ
ン
」
A

膳
液
ヲ
噴
置
セ
ザ
Y
場
合
ト
同

様
－
ご
増
加
シ

（ロ

）
膳
液
ガ
健
外
－
一
流
出
ス
Y
十
二
指
腸
痩
－
一
於
ア
モ
亦
血
清
ノ
「ア

ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
A

著
明
一
一
増
加
ス
。

以
上
ノ
ニ
ツ
ノ
賓
験
ノ
結
果
－
一
ヨ

9
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
η
ノプ

ジ
シ
」
ノ
増
加
ト
勝
液
内
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ト
ノ
間
－
一
A

何
等
f

関
係
ナ
キ
モ

ノ
ト
イ
ア
ペ
キ
ナ

y
。

（四
4
8活
性
腸
管
閉
塞
症
－
一
於
ケ
Y
血
清
ノ
「
ア
ン

チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ノ
盤
化
ト
所
謂
「
イ

レ
タ
ス
」
毒
ト
ノ
闘
係

（
イ
）
十
二
指
腸
雨
端
閉
塞
、
空
腸
南
端
閉
塞

－
一
於
ア
A

有
毒
ナ
Y
閉
寒
腸
管
内
容
ガ
腸
壁
ヨ
リ
穆
出
ジ
、
腹
膜

－一

z
y吸
牧
セ

タ
レ
、
所
謂

「
イ
レ
ウ
ノ
ス
」
毒
f

重
篤
ナ
Y
中
毒
症
賊
ヲ
呈
ジ
、
死
巳
ス

Y

コ
ト
A

低
一
一
念
性
腸
管
閉
塞
症
－
一
閥
ス

Y
賓
験
的
研
究
（
第
二
回
報
告
）
一
一
於

第
五
拳

F『
原

著...... 

牛

国

六
O
七

（骨
舟
多
務

一
一
七
）



第
五
巻

F『
原

箸
』」

牛

回

大

O
八

（
第
参
波

一
一
八
）

－
プ
逃
ペ
タ
リ
ノ
。
然
Y

－
一
此
等
ノ
場
合
－
一
一
於
－
プ
A

血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
A

殆
ン
ド
増
加
或
A

減
少
セ
ズ
。

（
ロ
）
肉
門
閉
塞
、
十
二
指
腸
壊
、
食
損
壊
等
－
一
ア
A

「
イ
レ
タ
ス
」
毒
ト
見
倣
サ
w
y

、
閉
寒
腸
管
内
容
－
一
匹
敵
ス
ペ
キ
モ
ノ
ヲ
接
見
ス
Y
能

．Aズ
。
然
Y

ニ
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
A

著
明
－
一
増
加
ス
。

以
上
ノ
貫
験
結
果
－
一
言

ν
バ
、
中
毒
症
朕
著
明
ナ
M
F

（
イ
）
－
一
於
ア
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
ケ
一
一
盤
化
ナ
ク
、
又
反
封
－
一
中
毒
ノ
原
因
ト

ナ
グ
’
ペ
キ
毒
物
ス
ラ
費
見
セ
ラ
レ
ず
U
Y

（
ロ
）
ニ
於
ア
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
λ

著
明

－一
増
加
ス
。
故
－
一
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト

P
プ
シ
ン
」

ノ
増
加
ト
所
謂
「
イ
レ
タ
ス
」
毒
ト
ノ
間
ニ
A

何
等
ノ
開
係
ナ
キ
モ
ノ
ト
イ
フ
ペ
キ
ナ
？
。

叉
血
液
ノ
非
蛋
白
窒
素
及
ピ
尿
素
窒
素
ノ
増
加
ト
、
食
関
ノ
減
少
ト
A

高
位
腸
管
軍
純
閉
塞
症
－
一
於
ア
見
－
フ
Y

、
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
十
二
指
腸

煙
室
腸
痩
ニ
モ
見
ラ
Y

、
エ
ヨ
リ
ノ
、
コ
レ
等
ト
「
イ
レ
タ
ス
」
毒
ト

ノ
間

一
一
毛
何
等
ノ
関
係
ナ
キ
コ
ト
、
恰
モ
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ

シ」

－
一
於
ケ
Y

ト
同
様
ナ
Y

ペ
シ
。

（
五
）
急
性
腸
管
閉
塞
症
一
一
於
ケ
Y
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ノ
増
加
ノ
原
因
ト
急
性
腸
管
閉
塞
症
ノ
死
因
ト
ノ
関
係

（
イ
）
口
膝
、
食
道
、
胃
ノ
粘
膜
A

水
分
及
ピ
柴
養
分
ヲ
殆
ン

γ
吸
牧
スグ’

コ
ト
ナ
ク
、
「
ア
Y

コ
ホ
Y
」
、
「
p
ポ
ィ
・
ド
」
可
溶
性
ノ
物
質
等
ヲ

吸
牧
ス

Y

ノ
ミ
ナ
η
ノ
。
十
二
指
腸
A

水
分
及
ピ
柴
養
分
ヲ
吸
牧
ス
レ
ド
、
業
量
多
カ
ラ
ズ
。
空
腸
A

水
分
及
ピ
柴
養
分
ヲ

ヨ
ク
吸
牧
シ
、

紅
門
－
一
近
グ
ク
ニ
従
ヒ
、
コ
レ
等
ノ
物
質
ノ
吸
牧
モ
亦
減
退
ス
。
従
ヅ
ア
閉
塞
部
位
ガ
幽
門
－
一
存
在
ス

Y

モ
ノ

ニ
於
－
7

A
水
分
及
ピ
柴
養

分
ノ
吸
牧
最
モ
不
良
ナ
η
ノ
。
十
二
指
腸
車
純
閉
塞
－
一
於
－
ア
モ
水
分
及
ピ
柴
養
分
ノ
吸
牧
不
充
分
ナ

y
。
閉
塞
部
位
ガ
大
腸
－
一
近
グ
ク
－
一

従
ヒ
閉
塞
部
ヨ
リ
口
腔
ノ
近
ク
ニ
ア
Y
腸
管
ヨ
リ
吸
牧
セ
－
フ
Y

、
水
分
及
ピ
柴
養
分
ノ
量
A

増
加
ス
。

血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
A

水
分
及
ピ
柴
養
分
ノ
吸
牧
障
害
著
明
ナ
Y
幽
門
閉
塞
、
十
二
指
腸
輩
純
閉
塞
一
一
於
ア
A

著
明
一
一
増
加
ジ

吸
牧
障
害
潤
少
キ
本
一
腸
軍
純
閉
塞
－
一
於
ア
A

精
軽
度
－
一
一
増
加
シ
、
又
吸
牧
障
害
更
－
一
少
キ
大
腸
車
純
閉
塞
－
一
於
ア
A

殆
ン
ド
増
減
’セ
ズ
。

（
ロ
）
食
道
壊
、
十
二
指
腸
痩
－
一
一
於
ア
A

腸
管
ノ
吸
牧
A

著
ジ
グ
障
害
セ
ラ
レ
、
同
時
二
唾
液
、
胃
液
、
腸
液
、
臆
汁
、
勝
液
等
ト
シ
ア
管
内
液

分
ヲ
失
フ
。
此
等
ノ
場
合
－
一
一
於
ケ
Y
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
A

何
レ
ノ
場
合
一
一
モ
著
明
－
一
増
加
久。

叉
吸
牧
障
害
一
少
キ
丞
腸



時現ニ一於－プ
A

血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
A

末
期
－
一
梢
増
加
ス
Y
ヵ
、
或
A

末
期
マ
デ
増
加
或
A

減
少
セ
ズ
。

以
上
ノ
（
イ
）
及
ピ
（
ロ
）
ノ
賓
験
結
果
ニ
ヨ

y
、
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
A

腸
管
ノ
吸
牧
ガ
著
シ
ク
障
害
サ
レ
、
関
内
液
分
モ
消
失
セ

ラ
u
y

、
場
合
－
一
増
加
ス
y
f
t
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
知
y
c

衣
ニ
動
物
一
一
十
二
指
腸
軍
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
タ
ル
場
合
ト
、
動
物
ヲ
鯵
餓
－
一
陥
－
フ
シ
メ
タ
ル
場
合
ト
ノ
血
液
所
見
生
存
期
間
等
ヲ
比
較
セ
ン
。

（
イ
）
動
物
－
一
十
二
指
腸
輩
純
閉
塞
ヲ
設
置
ジ

タ
Y
場
合
一
二
、
動
物
川
口
渇
ヲ
訴
へ
水
ヲ
飲
ミ
、
血
液
ノ
非
蛋
白
窒
素
、
尿
素
窒
素
、
血
清

ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
A

増
加
シ
、
血
液
ノ
食
瞳
A

減
少
シ
、
叉

E
S
F
堀
江
恭
一
氏
等
－
一
ヨ
レ
バ
血
液
及
ピ
組
織
ノ
水
分
A

少

シ
ク
減
少
ス

Y

屯
ノ
ナ

y
。
生
存
期
間
A

余
ノ
貫
験
結
果
ニ
ヨ
レ
バ
三
日
十
四
時
間
乃
至
七
日
十
四
時
間
ナ
リ
。

（
ロ
）
動
物
ヲ
鱗
餓
－
一
陥
－
グ
ジ
ム

Y
場
合
－
一
A

、
組
織
円
七

O
乃
至
八
C
M
W
ノ
水
分
ヲ
合
ム
ニ
ヨ

y
、
一
元
ノ
蛋
白
質
ガ
分
解
ス
レ
バ
約
四
克

ノ
水
分
ガ
遊
離
シ
、
動
物
A

コ
ノ
水
分
－
一
－
プ
充
分
ナ
レ
バ
多
ク
ノ
場
合
－
一
口
渇
ヲ
訴
ヘ
ズ
。
血
液
ノ
非
蛋
白
窒
素
、
尿
素
窒
素
、
食
購
及

ピ
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
η
ノ
プ
ジ
ン
」
ノ
合
量
ニ
A

殆
ン
ド
盤
動
ナ
シ
。
組
織
ノ
水
分
A

水
分
排
柵
ノ
多
少

－一ヨ

リ
或
A

増
加
シ
、或
A

減
少

ス
。
生
存
期
間
A

動
物
ノ
柴
養
朕
態
、
年
齢
等
－
一
ヨ
リ
異
レ
ド
大
凡
四
週
間
ナ

y
。

以
上
雨
者
ノ
所
見
ヲ
比
較
ス
Y

ニ
最
モ
著
明
ナ
Y
相
違
A

血
液
所
見
ト
生
存
期
間
ト
ナ

y
。
然
Y

一一
十
二
指
腸
軍
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ

同
時

ζ
0
・
八
五
%
食
瞳
水
ヲ
大
量
ニ
皮
下
－
一
注
射
ス
Y
カ
或
A

宰
腸
内
へ

注
入
ス

Y
時

－一
A

生
存
期
間
著
シ
ク
延
長
シ

、
恒
三

g
zz

。2・
雨

氏
A

二
十
七
日
間
生
存
シ

タ
Y
質
駿
例
ヲ
経
験
シ
、
余
ノ
貫
駿
例
－
一
於
ア
モ
最
宅
長
キ
A

十
九
日
間
生
存
セ

y
。
血
液
内
ノ
非
蛋
白
窒
素
、

尿
素
窒
素
、
食
暗
躍
及
ピ
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
量
A

多
少
A

増
減
シ
タ
レ
ド
モ
、
大
穂
－
一
一
於
ア
鍾
化
セ
ザ
リ
ノ
キ
。
市
ジ
ア
濃
厚
ナ
Y

食
鞭
水
ヲ
注
入
シ
ア
食
臨
ノ
ミ
ヲ
補
給
シ
タ
Y
場
合
及
ピ
葡
萄
糖
溶
液
ヲ
注
入
γ
ア
水
分
ア
充
分
－
一
補
給
ジ
タ
Y
場
合
ト
ニ
4

ア
つ
何
レ
モ

勤
物
ノ
生
存
期
間
ヲ
延
長
セ
シ
ム

Y
能
A

ズ
、
且
血
液
内
ニ
A

前
遁
ノ
積
々
ナ
Y
獲
化
ヲ
見
Y

ト
イ
フ
（
HF
L
E
h
v
E
（）
三
・
氏
等
－
一ヨ

Y
）。

以
上
種
々
ナ
Y
貫
駿
ノ
結
果
一
一
ヨ

y
、
十
二
指
腸
軍
純
閉
塞
－
一
於
テ
A

大
量
ノ
水
分
ト
食
韓
ト
ヲ
供
給
ス
Y
時

三

物
質
代
謝
ガ
開
滑

－一
進

行
シ
動
物
A

長
ク
生
存
uv
、
殆
ン
ド
餓
餓
ト
同
一
蹴
態
－
一
ナ
リ
鎗
y
、
コ
ト
ヲ
知
y
。
故
－
一

十
二
指
腸
車
純
閉
塞
－
一
一
於
ア
、
動
物
ガ
餓
餓
－
一

第
五
港

F『
原

著
‘~ 

牛

岡

大

O
九

戸
第
参
就

一
一
九
〉



借
用
ア
九
巻

V『
原

箸
lo...j 

牛

回

大
一

O

（
第
参
貌

一
二

O
〉

比
シ
早
ク
死
己
ス
w
y

原
因
A

コ
ノ
物
質
代
謝
ヲ
替
ム
ニ
必
要
ナ
Y
水
分
ト
食
暗
躍
ト
ノ
減
少
一
一
ア

y
ト
イ
フ
ペ
キ
ナ
リ
。
従
ツ
ア
ヨ
ノ
物
質

代
謝
ュ
必
要
ナ
Y
水
分
ト
食
韓
ト
ガ
減
少
シ
、
物
質
ノ
代
謝
障
害
＋
ノ
レ
、
血
液
一
一
橋
々
ナ
Y
麓
化
出
現
ジ
、
生
存

－一
必
要
ナ
Y
細
胞
ノ
機
能

ヲ
障
害
ス

Y

コ
ト
A

、
十
二
指
腸
車
純
閉
塞
ノ
主
要
ナ
Y

死
因
ナ

P
ト
思
考
セ
ラ

y
，
血
清
ノ
「
ア
ン
チ

ト
9
プ
ジ

ン
」
ノ
増
加
、
血
液
ノ
非

蛋
白
窒
素
、
尿
素
窒
素
ノ
増
加
及
ピ
食
盟
ノ
減
少
A

腸
管
単
純
閉
塞
ノ
部
位
ガ
高
位
－
一
ア
η
ノ
ア
、
腸
管
ノ
水
分
、
柴
養
分
ノ
吸
牧
障
害
著
ジ

キ
モ
ノ
ユ
A

著
明
－
一

uvty
、
閉
塞
部
位
ガ
低
位
－
一
ア
Y

モ
ノ
程
獲
化
少
ク
ナ
リ
、
閉
塞
ガ
大
腸
－
一
存
在
ス

Y
場
合

－一
A

殆
ン
ド
獲
化
ナ
ジ。

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、

然
シ
十
二
指
腸
輩
純
閉
塞
－
一
水
分
及
ピ
食
購
ア
補
給
ス
レ
バ
何
レ
ノ
麗
化
モ
出
現
セ
ズ
。
故
－
一
此
等
ノ
血
液
晶
捜
化
A

主
ト
シ

－プコ

ノ
物
質

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

代
謝
ニ
必
要
ナ
Y
水
分
ト
食
韓
ト
ノ
減
少
ノ
結
果
出
現
ス

Y

ト
イ
プ
ペ

キ
モ
ノ
ナ

ペ
ベ
シ
。

前
逆
－
一
血
液
晶
挫
化
ノ
程
度
ノ
著
シ
キ
モ
ノ
A

コ
ノ
物
質
代
謝
ニ
必
要
ナ
Y
水
分
及
ピ
食
臨
ノ
減
少
ノ
程
度
モ
著
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
思
考
す
Y
。

ロ
『
さ
E

C

Z
｛
同
出

2
・E
Z
Z
氏
等
A

鱒
内
液
分
減
損
ノ
結
果
、
血
液
ノ
容
積
減
少
シ
、
血
液
循
環
障
害
ァ
起
シ
、

コ
レ

ガ
「
イ
レ
タ

ス
」
f

死
因

ト
ナ
Y

モ
ノ
ナ

y
ト
主
張
セ

9
0
然
シ
乍
ラ
斯
様
ナ
Y
程
度
ノ
水
分
減
少
ノ
存
在
セ
ザ
Y

コ
ト

A
F毛
R
堀
江
氏
等
ノ
水
分
定
量
ノ
結

果
明
タ
カ
ナ

y
o
サ
レ
ド
高
位
腸
管
輩
純
閉
塞
症

－－e
7

A

軍
純
ナ
u
y

機
餓
ト
異

y
、
血
液
及
ピ
組
織
ノ
水
分
減
少
A

著
ジ
カ
ヌ
ズ
ト
A

イ
ヘ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、

水
分
及
ピ
食
糧
ノ
供
給
－
一
ヨ
リ
消
滅
ス
w
y

ガ
如
キ
種
々
ナ
Y

血
液
晶
便
化
ガ
見
ラ
Y
。
故
－
一
余
A

斯
様
ナ
Y
物
質
代
謝
司
ノ
障
害
ジ
、
血
液
－
一

、
、
、
‘
．
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、

．． 
、
、
、
、
、
、
、
、
、

種
々
ナ
U
F

麗
化
ヲ
費
生
セ
シ
メ
、
生
活
－
一
重
要
ナ
M
F

細
胞
ノ
機
能
ヲ
障
害
ス

Y
水
分
及
ピ
食
輯
ノ
減
少
ガ
「
イ
レ
ウ
ノ
ス
」
ノ
死
因
ト
ジ
ア
重
要

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
‘

．． 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、

ナ
山
戸
モ
ノ
ナ

y
ト
主
張
セ
ン
ト
ス

Y

モ
ノ
ト
ナ

y
o
コ
レ
従
来
ノ
樫
内
液
分
減
損
ヲ
死
因
ト
見
倣
ス
読
ト
余
ノ
新
設
ト
ノ
異
Y
結
ナ
リ
ノ
。

而
シ
，
プ
ヨ
ノ
水
分
ガ
減
少
ス

Y
時－一
A

主
ト
ジ
－
プ
韓
組
織
ノ
分
解
産
物
ヲ
韓
外
－
一
排
出
ス

Y
作
用
ガ
障
害
す

ν
ア
血
液
内
－
一
非
蛋
白
窒
素

尿
素
窒
素
等
ノ
増
加
ヲ
来
シ
、
食
膿
ガ
減
少
ス

Y
時－一
A

組
織
ノ
闘
滑
ナ
Y
崩
壊
ガ
障
害
ナ
レ
胤
液
内
食
腫
ノ
減
少
ヲ
来
シ
．
動
物
A

韓
組

織
ノ
消
耗
セ
ザ
Y
以
前
－
一
死
ノ
轄
踊
ヲ
取
Y

モ
ノ
ト
推
察
セ
－
7

U

F

O

二
十
、
急
性
腸
管
閉
蟹
症
ノ
死
因
Z
関
ス
ル
考
察

余
A

急
性
勝
管
閉
塞
症
－
一
閥
ス
U
F

質
験
的
研
究
第
一
回
報
告
－
一
於
ア
A

腸
管
ノ
吸
牧
機
能
－
一
就
ア
報
告
シ
、
第
二
回
報
告
－
一
於
－
7

A

自
家
中



毒
－
一
就
－
プ
報
告
γ
、
第
三
回
報
告
－
一
一
於
－
7
A
急
性
腸
管
閉
塞
症
ノ
議
後
－
一影
響
ス

Y
種
々
ナ
Y
要
素
一
一
就
ア
報
告
シ
、
第
四
回
報
告
ニ
於
ア

A

急
性
腸
管
閉
塞
症
ト
胤
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
ト
ノ
関
係
－
一
就
，
ァ
報
告
セ
リ
ノ
。
此
等
ノ
賞
験
的
研
究
－
一
ヨリ
ノ得
タ
Y

質
験
成
績
ヲ
基
礎

ト
シ
、
念
性
腸
管
閉
塞
症
ノ
死
悶
一
一
就
－
ア
討
究
ヲ
試
ミ
ン
。
而
ジ
ア
閉
塞
ノ
部
位
及
ピ
種
類
ノ
相
違
ニ
ヨ

y
、
死
因
ト
見
倣
ス
ペ
キ
要
素
モ
亦

異
Y

－
一
ヨ
リ
ノ
、
各
種
ノ
腸
管
閉
塞
症
ノ
死
因
ニ
就
ア
ソ
レ
ゾ
V

単
身
究
セ
シ
。

（
一
）
十
二
指
腸
輩
純
閉
塞
ノ
死
因

十
二
指
腸
車
純
閉
塞
－
一
ア
A

胃
及
ピ
十
二
指
腸
ヨ
リ
ノ
僅
少
ナ
Y
水
分
及
ピ
柴
養
分
ヲ
吸
牧
ス
U
Y

ノ
ミ
ナ

y
。
且
ッ
血
液
ノ
非
蛋
白
窒
素
、

尿
素
窒
素
A

著
明
一
一
増
加
シ
、
食
盟
A

減
少
シ
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
ン
し
ノ
増
加
三
者
ジ
キ
ニ
ヨ

y
、
物
質
代
謝
ニ
必
要
ナ
Y
水
分
及

ピ
食
瞳
A
早
期
ヨ

y
減
少
シ
、
物
質
代
謝
障
害
ノ
結
果
生
活
一
一
必
要
ナ
Y
細
胞
ノ
機
能
A
著
シ
ク
障
害
セ
ク
Y

、
屯
ノ
ナ
ソ
ト
思
考
サ
Y
。

血
液
及
ピ
腹
腔
内
惨
出
物
－
一
月
多
ク
ノ
場
合

－一
於
ア
末
期
－
一
至
U

F

7

J

ア
毒
物
ヲ
読
明
ス
Y

コ
ト
不
可
能
ナ
η
ノ
。
故
－
一
物
質
代
謝
一
一
必
要
ナ

y
水
分
比
ピ
食
醸
ノ
減
少
A

十
二
指
腸
箪
純
閉
塞
ノ
主
要
ナ
Y
死
因
一
一
ジ
ア
所
謂
「
イ

レ
ヲ

ス
」
毒
A

末
期
－一
炉、ヶ
Y
補
助
的
死
因
ト
ナ
Y

ノ
ミ
ト
イ
フ
ペ
キ
ナ
日
ノ
。
勝
液
或
A

臆
汁
ヲ
暁
置
ス

Y

モ
、
十
二
指
腸
軍
純
閉
塞
ノ
珠
後

－－
A

殆
ン
ド
影
響
ナ
ジ
。
故
一
一
膳
波
及
ピ
膿
汁
ノ

影
響
A

死
因
ト
ジ
ア
ノ
償
値
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

（
一
ご
宰
腸
車
純
閉
塞
ノ
死
因

初
期
ニ
於
ア
A

十
二
指
腸
車
純
閉
塞
一
一
於
ケ
Y

ヨ
y
壬
腸
管
ノ
吸
牧
障
害
少
キ
ガ
、
末
期
－一於
ア
A

腸
管
ノ
吸
牧
機
能
減
退
ス
Y

－一

ヨ
H
J

、

水
分
、
柴
養
分
ノ
吸
牧
不
充
分
ト
ナ

y
。
胤
液
ノ
種
々
ナ
Y

遜
化
モ
十
二
指
腸
車
純
閉
塞

－
一
於
ケ
Y

ヨ
y
モ
軽
度

一一
－
プ
且
遅
ク
出
現
ス
。

故
ニ
物
質
代
謝
一
一
必
要
ナ
Y
水
分
及
ピ
貧
臨
ノ
減
少
A
中
間
期
以
後

一一
現
A

Y

、
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
Y
。

血
液
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
内
ユ

A
末
期
一
一
近
グ
ク
ニ
従
ヒ
毒
物
ノ
謹
明
ナ
山
戸
、
場
合
多
シ
。
故
－
一
室
腸
軍
純
閉
塞
－
一
一
於
－
7

A

物
質
代
謝
－
一

必
要
ナ
Y
水
分
及
ピ
食
盟
ノ
減
少
ト
「
イ
レ
タ

ス
」
毒
ト
ノ
南
者
ガ
死
因
ト
ジ
ア
作
用
ス
ト
考
ヘ
ラ
Y
。

（
三
｝
大
腸
車
純
閉
塞
ノ
死
因

第
五
品
世

F園、
原

蕃
‘d 

4ユ

国

ム，，、

（第
参
競

一一一一〉



第
五
巻

rt 
原

著
....... 

4二

国

ムノ、

（第
参
時踊

一一一

二
）

大
腸
軍
純
閉
塞
－
一
於
－
プ
A

可
ナ
η
ノ末
期
マ
デ
十
二
指
腸
、
杢
勝
、
廻
腸
－
一
ア
水
分
及
ピ
柴
養
分
ヲ
吸
牧
シ
得
－Y
Y
ペ
ク
、
且
ッ
血
液

－一
A

殆

シ
ド
獲
化
ヲ
見
ザ
Y

－
一
ヨ
リ
、
物
質
代
謝
－
一
必
要
ナ
Y
水
分
及
ピ
食
盟
ノ
減
少
A

末
期
－
一
於
－
プ
出
現
ス
ト
考
ヘ
ラ
U
F

。
他
方
－
一
於
ア
生
存
期

間
A

一
般
－
一
室
腸
閉
塞
－
一
一
於
ケ
Y

ヨ
y
モ
長
キ
ニ
ヨ
リ
ノ
、
毒
物
ノ
吸
牧
A

空
腸
単
純
閉
塞
ヨ
η
ノ
モ
遅
グ
出
現
ス
ト
考
ヘ
ラ
Y
。
故

一一
大
腸
軍

純
閉
塞
－
一
一
炉
、
ア
A
水
分
及
ピ
食
鞭
ノ
減
少
ト
、
毒
物
ノ
吸
牧
ト
ノ
南
者
ガ
死
因
ト
ジ
ア
作
用
ス
w
y

毛
、
何
レ
毛
末
期
－
一
一
於
47
現
A
Y

、
モ
ノ

ナ
Y
ペ
ジ
。

（
四
）
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
ノ
死
因

胃
ト
空
腸
上
部
ト
ノ
間
ニ
吻
合
ガ
設
置
ぞ
フ
レ
ア
Y

ヲ
以
ア
、
水
分
及
ピ
食
堕
A
障
害
ナ
ク
冊
以
牧
サ
Y

、
モ
ノ
ナ
Y

ペ
ジ
。
且
ッ
血
液
－
一
月

殆
ン
ド
獲
化
ナ
キ
ユ
ヨ

y
、
物
質
代
謝
－
一
必
要
ナ
Y
水
分
及
ピ
食
関
ノ
減
少
A

殆
ン
ド
ナ
キ
モ
ノ
ト
イ
プ

ペ
キ
ナ

y
o
コ
レ
ニ

反
ジ
ア
血
液

内
ニ

A
末
期
－
一
至
Y
T
Jア
少
量
ノ
毒
物
ヲ
読
明
シ
得
Y

ノ
ミ
ナ

vγ
、
腹
腔
内
穆
出
物

－
二
末
期
－
一
至
Y
ト
大
量
ノ
毒
物
ヲ
読
明

γ
得
r

故

－
一
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
ノ
死
因
A
主
ト
ジ
ア
腹
膜
ヨ
リ
吸
牧
セ
ラ
Y

、
毒
物
ナ
リ
ト
思
A

Y
。

勝
汁
或
A

蹄
液
ヲ
軍
濁
或
A

同
時
－
一
噴
置
ス

Y

宅
、
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
ノ
議
後
－
一
影
響
ス

Y

2

ト
ナ
ジ
。
故

－一

コ
ノ
場
合
－
一
於
4

プ
モ
膿
汁

及
ピ
膳
液
ノ
作
用
A

死
因
ト
シ
ア
重
要
ナ
Y

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。

（
五
）
安
腸
雨
端
閉
塞
ノ
死
因

空
腸
ノ
一
部
分
ヲ
噴
置
ジ
、
南
端
ヲ
閉
鎖
シ
、
轍
入
断
端
ト
轍
出
断
端
ト
ヲ
吻
合
ジ

タ
Y

－一

ヨ
y
、
コ
ノ
場
合

－一
於
ア
モ
大
鰐
－
一
一
於
ア
腸
管

ニ
吸
牧
ノ
障
害
ナ
ク
、
又
血
液
－
一
屯
一
理
化
ナ
キ
ニ
ヨ

y
、
物
質
代
謝
－
一
必
要
ナ
Y
水
分
及
ピ
食
盟
ノ
減
少
ナ
シ
。
コ
レ
ニ
反
ジ
ア
毒
物
ハ
血

液
内
ニ

A
少
量
二
誼
明
セ
ラ
レ
得
Y
ノ
ミ
ナ
レ
ド
、
腹
腔
内
惨
出
物
一
一

A
末
期
－
一
至
Y
ト
多
量
－
一
読
明
セ
ラ
Y
。
故
ニ
コ
ノ
場
合
ノ
死
因
A

主
ト
ジ
ア
腹
膜
ヨ
リ
吸
牧
＋
ノ
Y

、
毒
物
ナ

y
ト
思
A

U

F

。
閉
塞
腸
管
ガ
末
期
一
一
至
。
ノ
穿
孔
ス
レ
バ
、
穿
孔
性
腹
膜
炎
ガ
死
因
ト
ナ
Y

コ
ト
勿

論
ナ

9
0

宅
－
腸
ヲ
「
η
ノ
グ
ア
ノ

1
Y
」
及
ピ
食
盤
ノ
水
溶
液
－
一
ア
洗
朕
ジ
、
内
容
ヲ
除
去
ジ
、
細
菌
ヲ
大
部
分
洗
ヒ
出
シ
ア
カ
夕
、
空
勝
ノ
南
端
閉
塞
ヲ



設
置
ス
レ
バ
議
後
甚
シ
ク
良
好
ト
ナ
Y
。
故
－
－
閉
塞
腸
管
内
ノ
細
蘭
ノ
有
無
A

議
後
ト
密
接
ナ
M
F

聞
係
ア

y
ト
イ
ア
ペ
キ
ナ

9
0
勝
液
ヲ

噴
置
シ
、
七
日
間
経
過
U
Eア
カ
ラ
、
安
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
ス

Y

宅
一
課
後
A

寧
ロ
不
良
ト
ナ

y
、
又
閉
塞
腸
管
内
へ
「
ト

y
プ
ジ
シ
」
或
A

「
バ
ン
ク

ν
ア
チ
ン
し
溶
液
ヲ
注
入
シ
置
ク
号

、
議
後
－
一
A

殆
ン
ド
麗
化
ナ
ジ
。
故
－
一
勝
液
内
ノ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ト
空
腸
雨
端
閉
塞
症
ノ
死
因

ト
ノ
間
ニ
A

何
等
ノ
閥
係
ナ
キ
モ
ノ
ト
イ
ア
ペ
キ
ナ
リ
ノ
。

十
二
指
腸
及
ピ
空
腸
南
端
閉
塞
ノ
末
期
－
一
採
取
シ
タ
Y
腹
腔
内
惨
出
物
－
一
少
量
／
「
ト

y
プ
ジ
シ
」
ヲ
誇
明
ジ
得
Y
場
合
モ
ア
レ
ド
、
勝
液

ヲ
瞬
置
ス
U
F

毛
、
此
等
ノ
南
端
閉
塞
症
ノ
議
後
佳
良
ト
ナ
ラ
ザ
Y

エ
ヨ
グ
、
コ
ノ
「
ト

9
プ
ジ
ン
」
λ

死
因
ト
ジ
ア
A

意
義
少
キ
モ
ノ
ト
イ
フ

ペ
キ
ナ

y
d

ヱ
ハ
｝
大
腸
南
端
閉
塞
ノ
死
因

大
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
ス

Y

モ
動
物
A

長
ク
元
気
ヨ
ク
生
存
ス
U
Y

コ
ト
多
シ
。
且
胤
液

－一を
殆
ン
ド
獲
化
ナ
キ

ニ
ヨ
y
、
毒
物
ノ
吸
収
毛
ナ

グ
、
物
質
代
謝
－
一
必
要
ナ
Y
水
分
及
ピ
食
臨
ノ
減
少
モ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
Y
ペ
シ
。
然
シ
乍
－フ
閉
塞
腸
管
ガ
穿
孔
シ
ア
、
動
物
ガ
腹
膜
炎
－
一
ア
紫

y
y
場
合
毛
ア

9
0

以
上
通
ペ
タ
Y
死
因
ヲ
表
解
ス
レ
バ
第
十
五
表
－
一
示
ス
ガ
如

γ
。

砂
博
瀦
品
噌
翠
酬
明
尚
附
（
「

4

て

G

N
」
）
、
湖
周

l
減
糊

総
＋
酬
幽
刷
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gr) 

大
腸
物
質
代
謝
＝
必
要
ナ
ル
水
分
及
ピ
食
瞭
減
少

（
一
）

（一）
（＋） 

血
管
ユ
ヨ
ル
毒
物
吸
i攻・

（
）
 

（ー）
（
＋
）
（
少
量
）

単
純
閉
黍
腹
膜
ユ
ヨ
ル
毒
物
吸
収

（一
）

（ー）
（
＋
）
（
少
盈
）

十
二
指
腸
物
質
代
謝
＝
必
要
ナ
凡
水
分
及
ビ
食
盤
減
少

（
一
）

（ー）
（ー
〉

血
管
＝
ヨ
ル
毒
物
吸
牧

（一）
（
＋
）
（
少
量
）
れ
）
（
少
量
）

爾
端
閉
塞
腹
膜
＝
ヨ
ル
毒
物
吸
牧

（ー）
（
＋
）
（
少
量
）
（
＋
）
（
大
量
）

二タ
E恒

腸
物
質
代
謝
＝
必
要
ナ
ル
水
分
.：＆
ピ
食
堕
減
少

（一）
（一）

（ー）

血
管
ユ
ヨ
ル
毒
物
吸
牧

（
ー
）

（
＋
）
（
少
量
）
（
＋
）
（
少
量
〉

爾
端
閉
塞
腹
膜
＝
ヨ
ル
毒
物
吸
牧

（ー〉
（
＋
）
（
少
量
）
（
＋
）
（
大
量
）

（一）
（ー）

（ー）
大

腸
物
質
代
謝
＝
必
要
ナ
ル
水
分
及
ビ
食
隆
減
少

血
管
＝
ヨ
ル
毒
物
吸
牧

（
一
〉

（ー）
（ー）

雨
端
閉
塞
腹
膜
z
ヨ
ノ
レ
毒
物
吸
j投

（
一
〉

（ー）
（一）

例
外1) 
十
二
指
腸
皐
純
閉
塞
／
末
期
ユ
ハ
血
管
＝
ヨ

｝~
毒
物
吸
取
7
認
ム
ル
場
合
ア

リ
。

2) 
空
腸
雨
端
閉
塞
ノ
末
期
＝
ノ
、
腹
膜
炎
ヲ
f宇
7
場
合
多
シ
。

3
)
 大
腸
爾
様
閉
塞
／
末
期
＝
，
、血
管
及
ビ
腹
膜
＝
ヨ
ル
毒
物
吸
』
政
及
ピ
腹
膜
炎
ヲ
見
ル
コ
ト
ア
リ
。

I
I
+
 I
’
誕
鰐

（
｜
）
圃
健
ヘ
「
ト
入
ホ
ι
h
.I'\~λ

」
く
霊
ig:~鮒

i’
十

11 報
量
壁
掛
寝
屋
蝋

1
tJ 
4誌
II-¥
＇
撫
恵

ii 幹
黒
h
’
~
霊
長
闘
い
尾
翼
盛
掛
寝
E
鮒

11 ：誌＇！－＼く＋！モ

鞍
11~
磐
墨

κ
ミ
吹
’
曜
く
十
終
草
案
！
＞
＇
＇it-. きr1!長

~
·~’

t«＋
＜
盟
主
掛
寝
~
報

i 1
 
I
 
:ftj 
II-¥
く
探
入
tι
誓
援
が
ト
ミ
快
’
4醤
R
遡
侠
1J1援
も
代
。

(1 
］
）
吾
混
ヘ
「
ト
入
ホ
ι
n
k
ふ
入
J
＇
十

11轄
盛
；
鮒
堅
持
~

)J ＋＜
星
雲
監
護
E
鮒

tJ 実
＇
！
－
＼
く
痕
λ

tι
普
賢
震
が
ト
ミ
吠
曜
く
単
~
IJ
＇援
も
代
。

(l1P
醤
混
ヘ
「
ト
入
ト
ム
h

.I'\~
入
」

t
制
蝿
髄
’
十

11
舘
蜜
髄
，
，
事

~II-\
く
撫

gf.
，，普黒代：：：.

~ι
’
側
窓
犠
，
，
実

II-\
く
恨
窯
＂
誕
生
F異
代
ミ
侠
’

4醤
く
4咲
緊
！
＂

~
＼
＇
＼
静
穏
割
、
。



（
四
）
騨
液
内
「
ト

y
プ
ジ
シ

L
b
十
二
指
腸
単
純
閉
塞一一

於
ヶ

Y
血
清
ノ
「
ア
Y

チ
ト
ur
プ
シ
ン
」
ノ
増
加
ト
ノ
間
－
一
A

何
等
ノ
関
係
ナ
ジ
。

（
五
）
急
性
腸
管
閉
塞
症
－
一
於
ケ

Y
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
ヲ
プ
シ
ン
」
ノ
増
加
F
所
謂
「
ィ
レ
タ
ス
」
毒
ノ
吸
牧
一
一ヨ

リ
費
生
ス

Y
中
毒
ト
ノ
間
ニ

A

何
等
ノ
関
係
ナ
ジ
。

（
六
）
急
性
腸
管
閉
塞
症
ニ
於
ア
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
シ
」
ノ
増
加
ス

Y
場
合
一
二
、
血
液
－
一
非
蛋
白
窒
素
ト
尿
素
窒
素
ノ
増
加
ト
、
金
聾

ノ
減
少
ト
ヲ
見
Y
場
合
多
シ
。
而
ジ
－
プ
此
等
ノ
血
液
及
ピ
血
清
ノ
鍵
化
A

主
ト
ジ
ア
鰻
内
－
一
一
於
ケ
U
F

物
質
代
謝
－
一
必
要
ナ

Y
水
分
及
ピ
食

盟
ノ
減
少
－
一
基
キ
接
生
ス

Y
現
象
ナ

Y
ガ
如
U
J

。

（
七
）
物
質
代
謝
ニ
必
要
ナ
Y
水
分
及
ピ
食
盟
ノ
減
少
A

高
位
腸
管
軍
純
閉
塞
症
ノ
主
要
ナ

Y
死
因
ト
ナ

Y

モ
／

一
シ
ア
、
所
謂
「
イ
レ

ヲ

ス
」
毒

A

車
ニ
末
期
一
一
一
於
ケ
Y
補
助
的
死
因
ト
ナ

Y
ノ
ミ
ナ
リ
。
然
シ
コ
／
水
分
及
ピ
食
膿
ノ
減
少
A

閉
塞
部
位
ガ
虹
門
ニ
近
グ
グ
一
二
徒
ヒ
漸
究

死
因
ト
ジ
ア
作
用
ス

Y

コ
ト
少
ク
ナ
η
ノ
、
反
封

－一「
イ
レ
タ
ス
」
毒
ガ
漸
衣
重
要
ナ

Y
死
因
ト
ナ
w
y

モ
ノ
ナ

y
、
但
ジ
閉
塞
部
位
ガ
大
腸
－
一
存

ス
Y
場
合
－
一
A

「
イ
レ
タ
ス
」
毒
A

再
ピ
死
因
ト
シ
－
Y
ノ
債
値
ヲ
減
ズ

Y
毛
ノ
ナ

y
o

腸
管
爾
端
閉
塞
症
ノ
死
因
ト
ナ

Y
モ
ノ
A

主
ト
ジ
テ
腹
膜
一
一
ヨ

y
吸
牧
セ
ラ

y
y
「
イ
レ

ヲ
ス
L
毒
ナ

y
。

N
5
m
g
g
g目
白
曲
師

g

m－

〉ロ一
m
m
g
m

ヨ
O
岳
山

N一2
Z
2
〈
・
切
巾
町
内
自
釦
ロ
ロ
ロ
コ
仏
冨
ぬ
）
お
『
帥
nyoロ
国
内
宮
町
一
口
g
z
r
o仏
0
σ
2同一
B
B門・

同
）
ロ
目
印
〉
E
x
q官
一
ロ
仏
g
E
z
g
m『Z

S

ω

σ

巾一
g

o一ロ
p
n
y
g

σ町
一寸「体
nσ

－L－n
y
cロ門凶州
WEnv
コ白
ny

z
hwny 

〈何吋凹
nr一向仏内ロ巾『

ロ
R
B〈町『回
nv一位加的巾

O
仏ぬ「

ロ
R
S
F
Z
Z
g
－「仏仏
mw印
〉
＝
伸
一
月
『
｝
ゼ
回
一
コ
色
町
田
回
一
Z
内山内
E
E印
ロ
史
ur
仏
2
・

ロ－
o
H
N
g三
S
R
∞5
色
色
。
「
o
f
g
a
o
s
n

ロロ
O
仏
ghv－2
3門主巳凶切
m
o
n凶巾「旬、一
o
E
2
2
R
E
C曲目

σ0円『
U
n
z－r
r
σ
巾一ヨ

何
回

ロz
d
d
司
d
丹

巾
σoロ印。

〈ぬ『
g
m
z
z
加一
n
F

〉口一同町州戸
5

m

m

－u
冊一
m
m
g
y円巾ロ伊丹ぬ一
－

hwzpnroロ
ロ
ロ
O
仏
2
6一〈ゆ『印
ny一己的柄。

N
F
2
5
a
者
向
ロ
戸
ヨ
釦
ロ
仏
叩
ロ
印
。
一
σ叩
ロ
ロ
mwnF
仏
巾
「
〉
己
師
団己
記－
E
D
m
仏
巾
印
吋
齢
ロ｝内『巾
2
2『百印刷
wsm巴巾
m
円円

ymw門・

印一
n
y
m
w
C門
町
内
門
巧
mg
－B
師向）釦件。円内ロ∞
E
仏
E
5
0仏角川『

E2σ
門
CD〈
巾『
mw【丘町三

σo一E
m一＝
p
n
y
m
p
（「＆
zロ
E
E
l－
巴
o
c
B
’

色町
H

・

ロ己
O
仏内出血ア

。色町円

N
）
 

〈巾『師向日己己目印
O
円四向『

σ叩
一
色
町
「
（
「
＆
Z
D
Z
B
m
M門己・

何
回

司内門口戸角川｝ピ一一

第
五
巻

F『
原

著、」

牛

回

大
一
五

（
第
参
競

一
二
五）
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3) 
B
e
i
m
 
einfachen 

Dickdarmverschlusse, 
doppelse:tigen 

D
u
o
d
e
n
a
l
-
,
 
J吋
川
U
肝
o
d
e
r
D
i
c
k
d
a
r
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
e
 
bleibt 
es 

unverandert, 
vermindert 

sich 
l
a
n
g
s
a
m
 
u
n
d
 
w
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